
(57)【要約】

本発明は、切削加工用工具に関するものである。前記工

具は、交換可能な挿入型切削刃物５、７Ａ～７Ｃを取付

ける為の切削用シートを備える工具ヘッド１ を、工作

機械に取り付けるための締結部９と同様に、備えている

。前記工具ヘッド１は、一つ以上のチップポケット１０

を有し、そこには二つの交換可能な前記挿入型切削刃物

５、７Ａ～７Ｃが配備されている。前記挿入型切削刃物

５、５Ａ～７Ｃは、異なる種類の加工を目的とし、その

刃面を互いに対向して有する。本発明による前記工具の

特徴は、全ての挿入型切削刃物５、７Ａ～７Ｃ、１０５

、１０７Ａ～１０７Ｄが、前記工具ヘッド１、１０１の

円周に沿って配列されていること、そして、前記チップ

ポケット１０又は１１０の中の第一挿入型切削刃物５又

は１０５は、その半径方向最外側部が、前記工具の半径

方向において、前記チップポケット１０又は１１０の中

の第二挿入型切削刃物７Ａ又は１０７Ａの半径方向最外

側部の、外側（Ｒ１＞Ｒ２）に位置することである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ， ７ Ａ ～ ７ Ｃ ； １ ０ ５ ， １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ )を 取 付 け る
為 の 切 削 用 シ ー ト を 備 え る 工 具 ヘ ッ ド （ １ ； １ ０ １ ） を 、 工 作 機 械 に 取 り 付 け る た め の 締
結 部 （ ９ ； １ ０ ９ ） と 同 様 に 、 備 え 、
　 前 記 工 具 ヘ ッ ド （ １ ； １ ０ １ ） は 、 一 つ 以 上 の チ ッ プ ポ ケ ッ ト （ １ ０ ； １ １ ０ ） を 有 し
、 そ こ に は 二 つ の 交 換 可 能 な 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ， ７ Ａ ～ ７ Ｃ ； １ ０ ５ ， １ ０ ７ Ａ ～
１ ０ ７ Ｄ )が 配 備 さ れ て い て 、
　 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ， ７ Ａ ～ ７ Ｃ ； １ ０ ５ ， １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ )は 異 な る 種 類 の 加
工 を 目 的 と し 、 そ の 刃 面 を 互 い に 対 向 し て 有 す る 、 切 削 加 工 用 工 具 で あ っ て 、
　 前 記 工 具 ヘ ッ ド （ １ ； １ ０ １ ） は 一 つ 以 上 の チ ッ プ ポ ケ ッ ト （ １ ０ ； １ １ ０ ） を 有 し 、
前 記 チ ッ プ ポ ケ ッ ト （ １ ０ ； １ １ ０ ） の 中 の 第 一 の 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ； １ ０ ５ )は 、 そ の
半 径 方 向 最 外 側 部 を 持 ち 、 前 記 工 具 の 半 径 方 向 に お い て 、 前 記 チ ッ プ ポ ケ ッ ト （ １ ０ ； １
１ ０ ） の 中 の 第 二 の 挿 入 型 切 削 刃 物 (７ Ａ ； １ ０ ７ Ａ )の 前 記 半 径 方 向 最 外 側 部 の 、 外 側 （
Ｒ １ ＞ Ｒ ２ ） に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 切 削 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ； １ ０ ５ )が 前 記 工 具 の 軸 方 向 に お い て 、 前 記 第 二 の 挿 入
型 切 削 刃 物 (７ Ａ ； １ ０ ７ Ａ )を 越 え て 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切
削 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ， ７ Ａ ～ ７ Ｃ ； １ ０ ５ ， １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ )の 前 記 切 削 刃 面 が
前 記 工 具 ヘ ッ ド （ １ ； １ ０ １ ） の 外 周 に 関 連 付 け ら れ て 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 切 削 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 の 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ； １ ０ ５ )が 、 工 具 回 転 に よ る 加 工 を 目 的 と し 、 前 記 第 二
の 挿 入 型 切 削 刃 物 (７ Ａ ； １ ０ ７ Ａ )が 、 タ ー ニ ン グ に よ る 加 工 を 目 的 と す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 切 削 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 工 具 が 少 な く と も 二 つ の チ ッ プ ポ ケ ッ ト （ １ ０ ； １ １ ０ ） を 有 し 、 該 チ ッ プ ポ ケ ッ
ト は 前 記 工 具 ヘ ッ ド (１ ； １ ０ １ )の 上 で 直 径 方 向 に 配 列 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 切 削 加 工 用 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 複 数 の 前 記 第 一 の 挿 入 型 切 削 刃 物 (５ ； １ ０ ５ )が 、 同 一 の も の で あ る こ と を 、 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 切 削 加 工 用 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物 を 取 付 け る 為 の 切 削 用 シ ー ト を 備 え る 工 具 ヘ ッ ド
を 、 工 作 機 械 に 取 り 付 け る た め の 締 結 部 と 同 様 に 、 備 え 、 前 記 工 具 ヘ ッ ド は 、 一 つ 以 上 の
チ ッ プ ポ ケ ッ ト を 有 し 、 そ こ に は 二 つ の 交 換 可 能 な 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 配 備 さ れ て い
て 、 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 は 異 な る 種 類 の 加 工 を 目 的 と し 、 そ の 刃 面 を 互 い に 対 向 し て 有 す
る 、 切 削 加 工 用 工 具 に 関 す る も の で あ る 。 本 発 明 に よ る 前 記 工 具 は 、 金 属 加 工 用 と し て 、
好 ま し い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｄ Ｅ ３ ７ ３ ３ ２ ９ ８ Ｃ ２ に よ り 、 以 前 よ り 知 ら れ て い る 切 削 加 工 用 の 組 合 せ 工 具 は 、 実
施 形 態 に よ れ ば 、 二 つ の イ ン デ ッ ク ス （ フ ラ イ ス 加 工 ） 自 在 の 挿 入 型 切 削 刃 物 を 、 同 一 チ
ッ プ ポ ケ ッ ト 内 に 持 ち 、 そ の 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、 工 具 の 円 周 方 向 に 離 れ て 位 置 し て い る 。
挿 入 型 切 削 刃 物 の 一 つ は 、 中 心 に あ る 切 削 用 の 挿 入 型 刃 物 で 、 第 二 の 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、
円 周 上 の 挿 入 型 切 削 刃 物 で あ る 。 前 記 組 合 せ 工 具 に よ っ て 、 た と え ば タ ー ニ ン グ 加 工 （ ワ

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-517153 A 2006.7.20



ー ク 回 転 加 工 ） 、 フ ラ イ ス 加 工 （ 工 具 回 転 加 工 ） 及 び 穴 あ け 加 工 （ 工 具 回 転 加 工 ） 等 の 異
な る 種 類 の 切 削 加 工 が 、 可 能 と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｅ Ｐ １ １ ８ ６ ３ ６ ７ Ａ １ に よ り 、 一 つ の 工 具 が 、 以 前 よ り 知 ら れ て い る が 、 そ の 工 具 に
よ れ ば 、 タ ー ニ ン グ 加 工 と フ ラ イ ス 加 工 が 可 能 で あ る 。 そ こ で は 、 工 具 に 配 備 さ れ た 挿 入
型 切 削 刃 物 が ど の 種 類 の 加 工 を 行 う の か 、 の 区 分 が 明 確 で な く 、 同 一 の 挿 入 型 切 削 刃 物 が
、 例 え ば 、 フ ラ イ ス 加 工 及 び タ ー ニ ン グ 加 工 の 双 方 で 、 使 わ れ て い る 。 さ ら に 、 一 つ の チ
ッ プ ポ ケ ッ ト の 中 に 配 備 さ れ た 、 前 記 二 つ の 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 に 使 わ れ
て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 主 要 目 的 は 、 序 説 で 述 べ ら れ て い る よ う な 種 類 の 切 削 加 工 用 工 具 、 す な わ ち 、
同 じ 工 具 で 複 数 の 異 な る 作 業 、 例 え ば 、 切 削 加 工 に お け る フ ラ イ ス 加 工 （ 工 具 回 転 加 工 ）
と タ ー ニ ン グ 加 工 を 行 う こ と を 目 的 と す る 工 具 を 、 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 追 加 的 目 的 は 、 複 数 の 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 異 な る 種 類 の 切 削 加 工 に
お い て 、 互 い に 干 渉 し な い よ う に 、 該 切 削 刃 物 を 配 列 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 少 な く と も 本 発 明 の 主 目 的 は 、 添 付 の 独 立 請 求 項 １ の 中 に 明 確 に 示 さ れ て い る 特 徴 を 持
つ 工 具 に よ り 、 実 現 さ れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 の 中 に 明 示 さ れ て
い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ ３ に 示 す 本 発 明 に 係 る
前 記 工 具 は 、 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ と ７ Ａ ～ ７ Ｃ を 取 付 け る た め の 多 数 の 切 削 用 シ
ー ト を 持 つ 工 具 ヘ ッ ド １ を 、 そ の 工 具 ヘ ッ ド と 一 体 化 さ れ て 、 工 作 機 械 に 取 付 け る こ と を
目 的 と す る 締 結 部 ９ と 同 様 に 、 備 え て い る 。 そ の 締 結 部 ９ は 、 そ の 自 由 端 （ 工 具 ヘ ッ ド の
反 対 側 ） に 、 例 え ば Ｃ Ａ Ｐ Ｔ Ｏ （ 登 録 商 標 ） の カ ッ プ リ ン グ を 備 え る こ と も 出 来 る 。 該 カ
ッ プ リ ン グ は 、 カ ッ プ リ ン グ が そ の 工 作 機 械 に お い て 方 向 に 関 す る 配 置 を 自 在 と す る よ う
に 、 適 切 に 形 成 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 工 作 機 械 に お い て 、 そ の 工 具 の 方
向 に 関 す る 配 置 が 判 る よ う な 方 法 で の み 、 工 作 機 械 に 装 着 が 可 能 で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ 及 び ７ Ａ ～ ７ Ｃ は 、 適 切 な 方 法 で そ れ ぞ れ の 切 削 用 シ ー ト に 固 定
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 中 で は 、 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ が 、 セ ン タ ー ボ ル ト に よ
り 、 ま た 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ ～ ７ Ｃ が 、 セ ン タ ー ボ ル ト と レ バ ー 装 置 に よ り 固 定 さ れ て い
る 。 本 発 明 に よ る 前 記 工 具 は 、 金 属 加 工 用 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 、 前 記 工 具 ヘ ッ ド は 、 ４ つ の フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削
刃 物 ５ を 、 ３ つ の タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ ～ ７ Ｃ と 同 様 に 、 装 備 し て い る 。
前 記 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 個 々 の 符 番 ７ Ａ 、 ７ Ｂ 及 び ７ Ｃ を 、 付 け ら れ て
い る 理 由 は 、 前 記 挿 入 型 切 削 刃 物 が 異 な っ た タ イ プ で あ っ て 、 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ は ね じ
切 り 加 工 を 目 的 と し 、 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｂ は 仕 上 げ 加 工 を 目 的 と し 、 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｃ
は 荒 削 り 加 工 を 目 的 と し て い る か ら で あ る 。 一 つ の フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ を 除
い て 、 複 数 の 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ 、 ７ Ａ ～ ７ Ｃ は 組 の グ ル ー プ と な っ て い る 。 そ の 結 果 、 組
の 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ 及 び ７ Ａ ～ ７ Ｃ は 、 同 一 チ ッ プ ポ ケ ッ ト １ ０ の 中 に 組 と な っ て 位 置 し
、 そ の 組 の 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ お よ び ７ Ａ ～ ７ Ｃ は 、 共 通 の チ ッ プ ポ ケ ッ ト １ ０ の 中 で そ の
刃 面 を 互 い に 対 向 し て 有 し て い る 。 切 削 加 工 部 を 有 す る そ れ ぞ れ の 挿 入 型 切 削 刃 物 の 表 面
は 、 用 語 と し て は “ 作 用 面 （ 刃 面 ） ” で あ り 、 そ の 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 イ ン デ ッ ク ス （ フ
ラ イ ス 加 工 ） 自 在 型 で あ れ ば 、 一 つ の 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 二 つ の そ の よ う な 表 面 を 持 つ こ
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と が あ る 、 と 言 う こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 そ の 工 具 が フ ラ イ ス 加 工 に 使 わ れ て い る と き 、 タ ー ニ ン グ 加 工
用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ ～ ７ Ｃ が 、 フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ に 干 渉 し な い よ う に 、
フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ ～ ７ Ｃ を 越 え
て 軸 方 向 に 、 突 出 し て い る 。 一 方 、 工 具 の 軸 方 向 は 、 工 具 の 中 心 線 Ｃ Ｌ で 定 義 さ れ て い る
。 図 ３ で は 、 同 一 チ ッ プ ポ ケ ッ ト の 中 に 配 備 さ れ た 、 二 つ の 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ と ７ Ａ の 軸
方 向 位 置 の 差 が 、 示 さ れ て い る 。 前 記 の 差 は 、 図 ３ に お い て 、 符 号 δ で 示 さ れ て い る 。 例
示 は す る が 限 定 し な い 意 図 で 、 δ は 標 準 的 に は ０ .２ ｍ ｍ ＜ δ ＜ １ ｍ ｍ の 間 に あ る 、 と 提
示 し て お く 。 同 じ 目 的 で 、 半 径 方 向 で 最 外 側 に 位 置 す る タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物
７ Ａ ～ ７ Ｃ の 先 端 は 、 半 径 方 向 で 最 外 側 に 位 置 す る フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ の 先
端 に 対 し て 、 中 心 線 Ｃ Ｌ に 、 よ り 近 接 し て 位 置 す る 。 図 ２ で は 、 こ の 先 端 と そ の 工 具 の 中
心 線 Ｃ Ｌ と の 間 の 距 離 は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｃ に 関 し て 、 符 号 Ｒ ２ で 図
示 さ れ て い る 。 一 方 、 フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ５ の 、 こ れ に 対 応 す る 距 離 は 、 符 号
Ｒ １ で 図 示 さ れ て い る 。 こ の 関 係 に つ い て は 、 関 係 式 Ｒ １ ＞ Ｒ ２ は 効 果 的 で あ る 。 例 示 は
す る が 限 定 し な い 意 図 で 、 Ｒ １ － Ｒ ２ は 、 標 準 的 に 距 離 は ０ .２ ｍ ｍ ＜ Ｒ １ － Ｒ ２ ＜ ２ ｍ
ｍ の 間 に あ る 、 と 提 示 し て お く 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ ～ ７ Ｃ の 切 削 刃 １ １ は 、 そ の 工 具
の 回 転 中 心 Ｃ Ｌ を 通 る 第 一 の 基 準 線 Ｌ １ に 対 し て 、 一 定 の 距 離 を 転 位 し た 所 に 位 置 す る 。
Ｌ １ は そ の 工 具 の 回 転 中 心 を 通 る 線 で あ り 、 工 具 の 回 転 軸 Ｃ Ｌ は そ の 工 具 の 中 に 位 置 す る
。 前 記 回 転 軸 Ｃ Ｌ は 図 ２ の 紙 面 に 垂 直 な 、 延 長 線 を も っ て い る 。 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ の 切
削 刃 １ １ Ａ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ か ら 距 離 ａ の 所 に 位 置 す る 。 そ し て 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｂ の
切 削 刃 １ １ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ か ら 距 離 ｂ の 所 に 位 置 す る 。 そ の 距 離 ａ 及 び ｂ は 、 図 ２
の 紙 面 の 中 で 計 測 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ に お い て 、 本 発 明 に よ る 工 具 が 、 ど の よ う に ワ ー ク Ａ を 加 工 す る か 、 よ り 正 確 に 言
え ば 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｂ が 、 ど の よ う に ワ ー ク Ａ を 加 工 す る か 、 が 示
さ れ て い る 。 こ の 点 に つ い て 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 工 具 を 押 し 付 け る 時 、 す な わ ち 挿 入
型 切 削 刃 物 ７ Ａ お よ び ７ Ｂ が 、 ワ ー ク Ａ を 加 工 す る 時 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ は ワ ー ク Ａ の 中 心
軸 ／ 回 転 軸 Ｃ Ｌ １ と 、 平 行 で な け れ ば な ら な い 、 と 言 う こ と を 指 摘 し な け れ ば な ら な い 。
こ れ は 、 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ と ７ Ｂ の 切 削 刃 １ １ Ａ と １ １ Ｂ が 、 ワ ー ク Ａ と の 関 係 で 、 例
え ば 切 削 及 び ク リ ア ラ ン ス に 関 し て 、 そ れ ぞ れ 正 確 な 方 向 に 関 す る 配 置 を 持 つ 為 に 必 要 な
こ と で あ る 。 図 ３ に 示 さ れ る ケ ー ス で は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ は 、 ワ ー ク の 回 転 軸 Ｃ Ｌ １ に 対
し て 、 横 方 向 に 距 離 ｂ の 転 位 を し て い る 。 そ の 第 一 基 準 線 Ｌ １ の 転 位 は 、 一 般 的 に は 図 ２
と 図 ３ で 示 さ れ て い る 前 記 工 具 の 前 面 を 区 画 形 成 す る 平 面 の 中 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 上 述 お よ び 図 ２ 及 び ３ に 見 ら れ る よ う に 、 切 削 刃 １ １ Ａ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １
か ら 距 離 ａ の 所 に 位 置 し 、 一 方 、 切 削 刃 １ １ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ か ら 距 離 ｂ の 所 に 位 置
す る 。 そ れ に よ り 、 切 削 刃 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ の 両 側 に 、 位 置 す る こ と に
な る 。 こ の 配 置 は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｂ が ワ ー ク Ａ  を 加 工 し て い る 時
、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ が ワ ー ク Ａ に 干 渉 し な い た め に 、 な さ れ る も の で
あ る 。 こ の こ と は 、 切 削 刃 １ １ Ａ と １ １ Ｂ が 、 互 い に ａ +ｂ の 距 離 を 置 い て 、 位 置 し て い
る こ と を 意 味 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ れ に よ っ て 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ｂ が
、 ワ ー ク Ａ の 切 削 加 工 を 行 う 時 、 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ が 、 ワ ー ク Ａ に 干
渉 し な い こ と が 、 保 証 さ れ る 。 図 ３ に お い て “ 間 隙 ” 即 ち 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ の ワ ー ク Ａ
と の 関 係 に お け る 安 全 余 裕 は 、 ｃ と 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 下 記 は 、 間 隙 ｃ の 関 数 と し て 、 転 位 量 ａ を 、 算 出 す る 式 の 誘 導 の 説 明 で あ る 。 こ の ケ ー
ス で は ａ ＝ ｂ と 仮 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ａ ＝ オ フ セ ッ ト ｍ ｍ 　 全 オ フ セ ッ ト ＝ ２ ａ
　 ｒ ＝ ワ ー ク の 半 径 ｍ ｍ
　 ｃ ＝ 安 全 余 裕 ｍ ｍ
　 ピ タ ゴ ラ ス の 定 理 か ら
　 ｒ ２ ＋ （ ２ ａ ） ２ ＝ （ ｒ ＋ ｃ ） ２  す な わ ち 　 ｒ ２ ＋ ４ ａ ２ ＝ ｒ ２ ＋ ｃ ２ ＋ ２ ｒ ｃ
　 式 の 両 側 か ら ｒ ２  を 引 い て ４ で 割 る 。 そ し て 得 ら れ た 式 の 平 方 根 を も と め れ ば 次 の 関
係 式 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 上 述 の 式 の 誘 導 か ら ワ ー ク の 半 径 の 関 数 と し て 転 位 量 ａ が 定 義 さ れ る
関 係 式 が 得 ら れ る 。 こ こ で は 、 異 な る 間 隙 ／ 安 全 余 裕 ｃ が 、 選 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ と ５ に 、 本 発 明 に よ る 別 の 工 具 を 示 す 。 そ の 工 具 は ８ つ の 挿 入 型 切 削 刃 物 、 よ り 正
確 に 言 え ば 、 ４ つ の フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ５ と ４ つ の タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入
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型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ を 装 着 し て い る 。 前 記 タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １
０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ は 、 そ れ ら が 行 う べ き 加 工 に よ り 異 な る 型 の も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ５ の 数 が タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ
～ １ ０ ７ Ｄ の 数 と 同 じ で あ る こ と か ら 、 図 ４ と ５ に 示 さ れ た 実 施 形 態 の 中 の す べ て の 挿 入
型 切 削 刃 物 は 組 の グ ル ー プ に な る 。 す な わ ち 一 つ の フ ラ イ ス 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ５
と 一 つ の タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ は 、 同 じ 挿 入 型 切 削 刃 物 ポ
ケ ッ ト １ １ ０ の 中 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 図 １ ～ ３ に 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 直 径 方 向 に 対 向 す る 複 数 の タ ー ニ ン グ 加 工
用 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、 そ れ ら が 非 作 業 位 置 に あ る 時 、 不 適 切 に ワ ー ク に 干 渉 し な い 様 、 相
互 に 転 位 さ せ ら れ て い る 。 図 ５ で 最 も よ く 分 か る よ う に 、 図 ５ に 示 さ れ る 工 具 に お け る タ
ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ と １ ０ ７ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ に 関 し て 、 一 定 の
距 離 を 転 位 さ せ ら れ て い る 。 よ り 正 確 に 言 え ば 、 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ は 、 第 一 基 準 線
Ｌ １ か ら 距 離 ａ を 明 け て 位 置 し 、 一 方 、 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ に 対
し て 距 離 ｂ を 明 け て 位 置 す る 。 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ａ と １ ０ ７ Ｂ は 、 第 一 基 準 線 Ｌ １ の
両 側 に 位 置 す る 。 ま た 直 径 方 向 に 位 置 す る 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ｃ と １ ０ ７ Ｄ は 、 同 様 に
第 二 基 準 線 Ｌ ２ か ら は な れ て 位 置 し て い る 。 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ｃ は 、 距 離 ｃ を 明 け て
位 置 し 、 一 方 、 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ｄ は 、 距 離 ｄ を 明 け て 位 置 し て い る 。 挿 入 型 切 削 刃
物 １ ０ ７ Ｃ と １ ０ ７ Ｄ は 、 第 二 基 準 線 Ｌ ２ の 両 側 に 位 置 す る 。 そ の 工 具 の イ ン デ ッ ク ス 、
す な わ ち 、 例 え ば ワ ー ク に 対 す る 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ７ Ｃ の 押 し 付 け （ pressing） 、 に お
け る 基 準 線 Ｌ ２ の 方 向 に 関 す る 配 置 に つ い て は 、 図 ３ の 記 述 で 前 記 線 Ｌ １ に 関 し て 述 べ た
こ と と 同 じ こ と が 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 挿 入 型 切 削 刃 物 １ ０ ５ 、 １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ の 半 径 方 向 に お け る 配 置 に 関 し て は 、
工 具 の 中 心 線 と の 関 係 で 、 上 述 の 実 施 形 態 と 同 じ 、 す な わ ち 、 Ｒ １ ＞ Ｒ ２ で あ る こ と が 、
効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 添 付 さ れ た 請 求 項 の 中 で は 、 あ る 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、 フ ラ イ ス 加 工 を 目 的 と し 、 あ る 挿
入 型 切 削 刃 物 は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 を 目 的 と し て い る こ と を 明 示 し て い る 。 こ の こ と は 、 当
該 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 基 本 的 に そ れ ぞ れ フ ラ イ ス 加 工 と タ ー ニ ン グ 加 工 に 使 わ れ る 様 に 、
作 ら れ て い る と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 し か し 、 例 え ば 基 本 的 に フ ラ イ ス 加 工 を 目 的 と す
る 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 あ る 条 件 の も と で は 、 タ ー ニ ン グ 加 工 に 使 う こ と も で き る 、 と 言 う
こ と に 関 し て 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 概 略 的 に は 、 本 発 明 に よ る 工 具 は 、 全 く 同 一 の 工 具 で 、 複 数 の 異 な る 種 類 の 切 削 加 工 を
行 う 事 の 可 能 性 を 、 使 用 者 に 提 供 す る 、 と 言 う 事 が そ の 効 果 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 直 径 方 向 に 位 置 す る タ ー ニ ン グ 加 工 用 挿 入 型 切 削 刃 物 ７ Ａ 、
７ Ｂ 又 は 、 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ 又 は 、 １ ０ ７ Ｃ 、 １ ０ ７ Ｄ は 、 共 通 の 基 準 線 Ｌ １ 又 は Ｌ ２
か ら 、 あ る 距 離 は な れ た 所 に 位 置 し 、 該 挿 入 型 切 削 刃 物 は 、 基 準 線 の 両 側 に 位 置 す る 。 こ
れ は 、 非 作 業 時 の 挿 入 型 切 削 刃 物 が ワ ー ク Ａ に 干 渉 し な い よ う 、 充 分 な 安 全 を 与 え る 実 施
形 態 で あ る 。 し か し 一 つ の 挿 入 型 切 削 刃 物 が 、 共 通 の 基 準 線 Ｌ １ 又 は Ｌ １ 、 Ｌ ２ か ら 、 あ
る 距 離 は な れ て 位 置 し て い れ ば 、 原 則 と し て 充 分 で あ る 。 こ の 状 況 で 興 味 が あ る の は 、 直
径 方 向 に 対 向 し て い る 複 数 の 挿 入 型 切 削 刃 物 の 間 の 相 互 の 距 離 、 す な わ ち ａ +ｂ 又 は 、 ａ +
ｂ も し く は ｃ ＋ ｄ で あ る 。 も ち ろ ん 、 も し 非 作 業 時 の 挿 入 型 切 削 刃 物 が ワ ー ク に 干 渉 し な
い た め に は 、 ｂ が 充 分 に 大 き け れ ば ａ は 、 例 え ば ゼ ロ で も 良 い と 言 う こ と は 理 解 さ れ よ う
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 工 具 の 第 一 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ の 前 記 工 具 の 前 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ の 前 記 工 具 が 、 ワ ー ク と 接 触 し て い る 時 の 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 工 具 の 第 二 の 実 施 形 態 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 前 記 工 具 の 前 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 又 は １ ０ １ 　 　 工 具 ヘ ッ ド
　 ５ 又 は １ ０ ５ 　 　 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物
　 ７ Ａ ～ ７ Ｃ 又 は １ ０ ７ Ａ ～ １ ０ ７ Ｄ 　 　 交 換 可 能 な 挿 入 型 切 削 刃 物
　 ９ 又 は １ ０ ９ 　 　 締 結 部
　 １ ０ 又 は １ １ ０ 　 　 チ ッ プ ポ ケ ッ ト
　 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ 又 は １ １ １ Ａ ～ １ １ １ Ｃ 　 　 切 削 刃
　 Ｃ Ｌ 　 　 中 心 線
　 Ｃ Ｌ １ 　 　 回 転 軸
　 Ｌ １ 　 　 第 一 基 準 線
　 Ｌ ２ 　 　 第 二 基 準 線
　 Ｒ １ 　 　 第 一 半 径 方 向 距 離
　 Ｒ ２ 　 　 第 二 半 径 方 向 距 離
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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